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ョ
ン
ソ
ン
著

『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
回
顧
録
』

e
　
本
書
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
U
・
ア
レ
ク
シ

ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
生
い
た
ち
か
ら
一
九
七
七
年
に
国
務
省
を
去
る
ま
で

の
半
生
を
描
い
た
第
一
級
の
回
顧
録
で
あ
る
。

　
最
近
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
や
外
交
官
は
、
公
職
を
去
る
と
す
ぐ
に
在
職

中
の
成
果
を
誇
示
し
た
り
、
ま
た
は
自
己
弁
護
の
た
め
、
回
顧
録
を
出
版

す
る
の
が
常
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は

「
陳
腐
な
外
交
官
の
回
想
録
ほ
ど
読
ん
で
い
て
退
屈
な
も
の
は
な
い
」
と

考
え
、
今
ま
で
回
顧
録
の
類
い
は
い
っ
さ
い
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
彼
の
よ
う
に
一
九
三
五
年
国
務
省
入
省
以
来
、
退
官
す
る
ま
で
に
、

七
人
の
大
統
領
と
一
〇
人
の
国
務
長
官
に
仕
え
、
そ
の
間
数
多
く
の
ア
メ

リ
カ
外
交
の
重
要
局
面
に
立
会
っ
た
外
交
官
は
珍
し
く
、
本
書
を
発
行
し

た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
冒
頭
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
の
台
本
と
な
っ
た

の
は
、
彼
が
孫
た
ち
に
長
い
外
交
官
生
活
で
得
た
体
験
を
伝
え
よ
う
と
し

て
吹
き
こ
ん
だ
膨
大
な
量
の
テ
ー
プ
で
あ
る
。
録
音
は
一
九
六
五
年
よ
り

七
七
年
ま
で
一
二
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
な
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
本
書

は
六
〇
〇
頁
を
越
す
大
作
と
な
っ
て
い
る
が
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
の
研

究
に
は
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
次
々
と
語
ら
れ
、
読

者
を
飽
き
さ
せ
な
い
．

　
さ
て
、
本
書
は
一
五
章
か
ら
な
り
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

前
途
多
難
な
ア
メ
リ
カ
外
交

生
い
立
ち

修
業
時
代

第
二
次
大
戦
と
日
本
占
領

朝
鮮
ー
戦
争
と
和
平

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
駐
在
時
代

一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議

中
華
人
民
共
和
国
と
の
最
初
の
交
渉

タ
イ
駐
在
時
代
ー
ラ
オ
ス
で
の
戦
い
と
S
E
A
T
O

南
ア
ジ
ア
条
約
機
構
）

（
東
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紹介と批評

第第第第第第

五四三二一〇
章章章章章章

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

会
っ
て
お
り
、

け
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
日
米
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ

と
に
す
る
．
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
日
本
と
の
関
係
は
一
九
三
五
年
に
さ
か
の
ぽ

る
．
ま
た
戦
後
五
代
目
の
駐
日
大
使
と
し
て
一
九
六
六
年
か
ら
六
九
年
ま

で
滞
在
し
、
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
返
還
に
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

⇔

　
政
務
担
当
国
務
次
官
代
理
時
代

　
ベ
ト
ナ
ム
駐
在
次
席
大
使
－
一
九
六
四
－
六
五
年

　
駐
日
大
使
時
代

　
政
務
担
当
国
務
次
官
時
代

　
S
A
L
T
（
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
）

　
我
々
に
は
何
が
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
著
者
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
の
節
目
に
立

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
紹
介
す
る
だ
け
で
輔
つ
の
論
文
が
書

　
一
九
〇
八
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
系
移
民
の
子
と
し
て
カ
ソ
サ
ス
州
フ
ァ

ー
ル
ン
に
生
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
三
一
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
オ
ク

シ
デ
ン
タ
ル
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
、
国
務
省
を
受
験
し
た
。
外
交
官
の
道

を
選
ん
だ
理
由
は
、
大
不
況
の
最
中
、
年
俸
二
、
五
〇
〇
ド
ル
と
い
う
破

格
の
給
料
に
心
ひ
か
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
彼
は
語
っ
て
い
る
．
入
省
後

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
日
本
語
を
専
攻
し
た
。
こ
れ
は
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
カ
レ
ッ

ジ
在
学
中
、
一
人
の
日
本
人
学
生
と
親
し
く
な
り
．
多
少
日
本
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
本
人
と
は
、
後
に
極
東
裁
判
や
サ

ソ
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
の
通
訳
と
し
て
活
躍
し
た
島
内
敏
郎
で
あ
る
．

　
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ソ
大
学
で
の
研
修
を
終
え
、
一
九
三
五
年
正
式
に
国
務

省
の
一
員
と
な
っ
た
ジ
ョ
ソ
ソ
y
は
．
日
本
語
を
学
ぶ
た
め
東
京
に
派
遣

さ
れ
た
。
第
三
章
　
修
業
時
代
で
は
、
次
第
に
軍
国
主
義
の
色
彩
強
ま
る

東
京
で
、
語
学
修
得
に
苦
労
し
な
が
ら
も
日
本
人
と
の
交
流
を
通
じ
、
日

本
に
愛
着
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
当
時
、
東
京
に
は
『
嵐
の
中
の
外
交
官
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
九
年
）

を
書
い
た
ジ
ョ
ン
・
エ
マ
ー
ソ
ン
が
い
た
。
文
人
肌
の
エ
マ
ー
ソ
ン
は
．

日
本
文
化
と
接
触
す
る
う
ち
に
近
松
門
左
衛
門
と
文
楽
に
傾
倒
し
て
い
っ

た
が
．
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
生
ま
れ
な
が
ら
の
日
本
人
し
か
真
の
日
本
人
に

は
な
れ
な
い
」
と
考
え
、
日
本
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て

「
日
本
を
好
み
、
尊
敬
す
る
が
、
恋
に
陥
い
る
」
こ
と
は
な
く
、
あ
く
よ

で
も
客
観
的
に
日
本
を
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
は
一
九
三
七
年
よ
り
、
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
京

城
の
副
領
事
を
経
て
、
天
津
・
奉
天
に
移
り
、
そ
こ
で
太
平
洋
戦
争
勃
発

を
迎
え
た
。
戦
前
の
日
本
で
七
年
問
過
し
た
経
験
か
ら
ジ
ョ
ソ
ソ
ン
は
．

日
米
関
係
は
今
こ
そ
悪
い
が
、
レ
ベ
ル
の
高
い
両
国
の
共
存
は
可
能
で
あ

る
と
の
確
信
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
・
、
さ
ら
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
勤

務
を
経
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
終
戦
と
と
も
に
在
日
連
合
軍
総
司
令
部
に
勤

務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
下
で
在
日
ア
メ
リ
カ
領
事
館

を
再
開
す
る
た
め
活
躍
し
、
横
浜
駐
在
総
領
事
と
な
っ
た
．
敗
戦
の
シ
ョ

ッ
ク
か
ら
す
ば
や
く
立
ち
直
り
、
親
米
的
に
な
っ
た
日
本
人
の
姿
を
見
て
．
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ジ
ョ
ン
ソ
ソ
の
対
日
評
価
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。

　
一
九
四
九
年
帰
国
以
来
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
北
東
ア
ジ
ア
課
勤
務
を
経
て
、

五
三
年
チ
ェ
コ
大
使
に
な
る
。
在
勤
中
は
一
九
五
四
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会

議
、
お
よ
び
米
中
大
使
級
会
談
の
ア
メ
リ
カ
側
首
席
と
し
て
活
躍
し
た
。

五
八
年
か
ら
タ
イ
駐
在
大
使
と
な
り
、
S
E
A
T
O
（
東
南
ア
ジ
ア
条
約
機

構

）
理
事
会
ア
メ
リ
カ
代
表
と
な
る
。
六
一
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰
り
政

務
担
当
国
務
次
官
代
理
、
六
四
年
七
月
か
ら
翌
年
九
月
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
駐

在
次
席
大
使
、
六
五
年
再
び
ワ
シ
ン
ト
ソ
に
呼
び
戻
さ
れ
て
リ
ソ
ド
ン
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
下
で
政
務
担
当
国
務
次
官
代
理
と
な
っ
た
。

　
以
上
、
席
の
暖
ま
る
暇
も
な
い
ほ
ど
め
ま
ぐ
る
し
く
動
き
な
が
ら
も
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
着
実
に
外
交
官
の
出
世
街
道
を
歩
み
続
け
た
。
そ
し
て
、

ア
ジ
ア
地
域
の
安
全
保
障
問
題
に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
で
も
有
数
の
専
門

家
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

㊧

　
一
九
六
六
年
一
〇
月
、
東
京
に
到
着
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
日
本
の
復

興
に
目
を
み
は
っ
た
が
、
日
米
関
係
の
現
状
を
考
え
る
と
手
離
し
に
喜
ん

で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
当
時
、
日
米
両
国
間
に
は
経
済
と
安
全
保
障
両
面
で
摩
擦
が
生
じ
て
い

た
。
驚
異
的
な
高
度
成
長
を
続
け
る
日
本
の
台
頭
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
経

済
の
圧
倒
的
優
位
は
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
貿
易
面
で
は
、
家
電
、
繊
維
を

中
心
と
す
る
日
本
製
品
が
ア
メ
リ
カ
市
場
に
大
量
に
流
入
し
た
が
、
反
面
、

B
本
国
内
市
場
の
開
放
は
遅
れ
、
ア
メ
リ
カ
国
内
に
は
、
日
本
は
G
A
T

T
の
精
神
に
反
す
る
行
動
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
非
難
の
声
が
高
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
保
護
貿
易
主
義
の
台
頭
に
結
び
つ
き
や
す
く
、
日
米

経
済
関
係
の
前
途
に
不
安
を
抱
か
せ
て
い
た
。

　
安
全
保
障
問
題
は
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
激
化
す
る

一
方
で
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
こ
ぞ
っ
て
北
ベ
ト
ナ
ム
や
ベ
ト
コ
ン
に
同

情
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
初
は
対
岸
の
火
事
と
し
て
関
心
の
薄
か

っ
た
日
本
人
の
多
く
も
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
批
判
的
に
な
っ

て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
、
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
　
「
日

本
は
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
べ
き
」
で
あ
り
，
こ

れ
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、

e
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
の
施
政
権
返
還
、
㊤
目
本
本
土
の
米
軍
基
地
の
将

来
、
㊤
ア
メ
リ
カ
の
ベ
ト
ナ
ム
政
策
に
対
す
る
日
本
人
の
理
解
を
深
め
さ

せ
る
、
の
三
点
に
取
り
組
ん
だ
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
駐
日
大
使
と
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
日

本
人
に
与
え
る
か
で
あ
る
．
前
大
使
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
は
、
ハ
し
ハ
ー
ド
大

学
教
授
の
肩
書
と
日
本
人
女
性
の
妻
と
い
う
日
本
人
の
喜
び
そ
う
な
武
器

を
駆
使
し
て
，
各
層
か
ら
幅
広
い
支
持
を
受
け
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
が
苦
手
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
日
本
知
識
人
や
社
会
党
、
総
評
な
ど
と
の
パ
イ
プ
は
、
日
本
の
政

治
外
交
を
専
門
と
す
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
モ
ー
リ
ー

を
特
別
顧
問
に
任
命
し
、
そ
の
継
続
を
は
か
る
と
と
も
に
、
語
学
の
達
人
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オ
ズ
ボ
ー
ン
を
公
使
と
し
、
大
使
館
ス
タ
ッ
フ
を
補
強
し
た
。
し
か
し
、

「
大
使
は
実
務
を
ぎ
ち
ん
と
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
好
評
を
勝
ち
得
る
」

と
信
じ
て
疑
わ
な
い
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
自
ら
の
外
交
姿
勢
を
「
静
か
な
外

交
」
（
2
曇
島
三
。
馨
照
）
と
評
し
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う
に
マ
ス
コ
、
・
・

に
華
々
し
く
登
場
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

　
次
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
時
代
疎
遠
に

な
っ
て
い
た
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
と
の
関
係
を
緊
密
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

安
全
保
障
問
題
の
解
決
に
は
、
軍
関
係
者
と
の
連
携
プ
レ
ー
が
鍵
に
な
る

と
考
え
た
シ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
在
日
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
官
の
マ
ッ
キ
ー
や
沖

縄
高
等
弁
務
官
の
キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
等
と
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る
よ
う
努
力

し
た
．
こ
れ
が
後
に
沖
縄
・
小
笠
原
諸
島
返
還
交
渉
の
際
、
大
い
に
役
立

つ
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
こ
の
他
に
も
各
界
の
実
力
者
に
会
い
、
ア
メ
リ

カ
の
立
場
を
ス
ト
レ
：
ト
に
訴
え
る
と
と
も
に
、
　
「
経
済
大
国
と
な
り
つ

つ
あ
る
日
本
は
も
っ
と
開
発
途
上
国
、
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
援
助
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
日
本
人
の
自
覚
を
促
し
た
．

　
前
任
者
の
良
い
点
は
取
り
入
れ
る
が
、
背
伸
び
は
せ
ず
着
実
に
仕
事
を

進
め
る
あ
た
り
は
、
実
務
型
外
交
官
と
し
て
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
面
目
躍
如

た
る
感
が
あ
る
。

　
さ
て
、
駐
日
大
使
時
代
最
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
努
力
し
た
の
は
、
沖
縄
返

還
問
題
で
あ
っ
た
。
北
爆
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
中
で
、
在
日
ア
メ
リ
カ

軍
に
と
っ
て
沖
縄
基
地
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
一
方
で
、
ア
メ
リ

カ
国
内
で
は
国
防
省
を
は
じ
め
、
返
還
に
反
対
す
る
者
が
多
か
っ
た
。
逆

に
日
本
で
は
「
沖
縄
返
還
な
く
し
て
は
日
本
の
戦
後
は
終
ら
な
い
」
と
述

べ
、
政
治
生
命
を
か
け
て
意
気
込
む
佐
藤
首
相
の
下
、
返
還
運
動
は
活
発

化
し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
日
米
両
国
の
問
に
立
ち
、
返
還

の
下
準
備
を
進
め
た
．
こ
の
時
期
の
日
本
側
の
対
応
に
関
し
て
は
、
す
で

に
東
郷
文
彦
氏
が
そ
の
著
『
日
米
外
交
三
十
年
」
（
世
界
の
動
き
社
、
一
九

八
二
年
）
の
中
で
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が
、
本
書
で
は
ア
メ
リ
カ
側
の
対

応
が
描
か
れ
、
実
に
興
味
深
い
．
特
に
、
一
九
六
六
年
一
一
月
の
佐
藤
・

ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
脳
会
談
の
際
、
日
本
側
か
ら
返
還
時
期
と
し
て
「
両
三
年
」

（
且
薮
”
即
獄
名
巻
鷺
の
）
と
い
う
語
句
を
共
同
声
明
に
盛
り
込
み
た
い
と

申
し
出
が
な
さ
れ
た
後
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
大
統
領
に
い
き
な
り
腕
を
つ
か

ま
れ
、
別
室
に
入
り
こ
み
二
人
き
り
で
長
時
間
議
論
し
た
く
だ
り
な
ど
は
、

彼
が
ま
さ
し
く
「
大
統
領
の
片
腕
」
（
ぎ
ユ
⑳
享
言
呂
9
零
零
＆
で
あ
る

こ
と
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
よ
う
。

　
こ
う
し
て
沖
縄
返
還
交
渉
は
軌
道
に
乗
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
一
九
六

八
年
に
入
る
と
足
踏
み
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
件
が
続
発
し
た
。
一
月
に
は
、

韓
国
大
統
領
暗
殺
未
遂
事
件
、
プ
エ
ブ
・
号
掌
捕
事
件
、
原
子
力
空
母
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
寄
港
と
そ
の
反
対
デ
モ
が
起
き
る
。
二
月
に
は
、
B
5
2

戦
略
爆
撃
機
の
沖
縄
配
備
に
対
す
る
反
対
運
動
、
三
月
に
な
る
と
、
王
子

の
ア
メ
リ
カ
陸
軍
病
院
建
設
反
対
運
動
が
激
化
す
る
。
そ
し
て
五
月
に
は
、

原
子
力
潜
水
艦
の
停
泊
す
る
佐
世
保
港
内
で
放
射
能
異
常
値
が
測
定
さ
れ

る
と
い
う
よ
う
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
に
と
っ
て
は
頭
の
痛
い
事
件
ば
か

り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の
難
問
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
日
米
関
係
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を
よ
り
成
熟
し
た
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
基
本
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
冷
静
に

案
件
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
い
く
姿
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
る
．

　
一
九
六
八
年
は
、
日
米
両
国
に
と
っ
て
選
挙
の
年
で
も
あ
っ
た
。
ア
メ

リ
か
で
は
一
一
月
五
日
の
大
統
領
選
挙
で
ニ
ク
ソ
ン
が
選
ば
れ
、
目
本
で

は
同
月
一
〇
日
沖
縄
初
の
主
席
公
選
で
屋
良
朝
苗
が
選
出
、
二
七
日
に
は

自
民
党
総
裁
選
挙
で
佐
藤
栄
作
が
再
選
、
改
造
内
閣
で
は
愛
知
揆
一
が
外

務
大
臣
と
な
っ
た
。

　
沖
縄
返
還
が
な
さ
れ
る
ま
で
タ
バ
コ
を
や
め
る
と
宣
言
し
、
意
欲
満
々

の
愛
知
外
相
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
た
。
六
八
年
一
二
月

よ
り
六
九
年
一
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
愛
知
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
会
談
で
は
、

返
還
後
の
沖
縄
の
基
地
使
用
を
め
ぐ
っ
て
の
目
米
の
意
見
対
立
を
ど
う
調

整
す
る
か
が
焦
点
と
な
っ
た
。

　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
と
し
て
は
「
沖
縄
基
地
を
『
本
土
並
み
』
に
し
た
場

合
、
日
本
政
府
が
事
前
協
議
に
当
た
っ
て
政
治
的
責
任
を
と
る
用
意
が
あ

る
こ
と
を
明
示
し
な
け
れ
ば
．
ア
メ
リ
カ
国
内
を
ま
と
め
る
こ
と
は
不
可

能
」
と
考
え
、
率
直
に
そ
の
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
愛
知
外
相
は

「
返
還
後
も
基
地
の
『
自
由
使
用
』
を
と
り
あ
え
ず
認
め
る
が
、
極
東
地

域
の
安
全
保
障
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
と
日
米
両
国
政
府
が
認
め
た
場
合

に
は
『
本
土
並
み
』
に
段
階
的
に
移
行
す
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
」
と

新
提
案
を
出
し
た
。

　
こ
の
提
案
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
勇
気
づ
け
．
い
よ
い
よ
話
は
佳
境
に
入
る

か
の
よ
う
に
見
え
た
が
．
突
然
昌
ク
ソ
ン
大
統
領
よ
り
国
務
次
官
に
任
命

す
る
と
の
報
せ
を
う
け
、
急
拠
帰
国
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
国
務
次
官
と
い
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
外
交
官
の
だ
れ
も
が
あ
こ
が
れ
る
ポ

ス
ト
で
あ
る
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
は
そ
れ
ほ
ど
魅
力
は
無
か
っ
た
．
　
「
海

外
勤
務
こ
そ
外
交
官
本
来
の
仕
事
」
と
考
え
て
い
た
彼
に
と
っ
て
は
「
駐

日
大
使
は
完
全
に
満
足
で
き
る
ポ
ス
ト
」
で
あ
り
、
　
「
懸
案
の
沖
縄
返
還

を
自
ら
の
手
で
実
現
し
た
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
帰
国
に
際
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
使
は
．
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
主
催
の
茶

会
に
愛
妻
パ
ト
リ
シ
ア
と
と
も
に
招
待
さ
れ
た
。
陛
下
の
に
こ
や
か
な
笑

顔
を
見
た
時
、
　
「
心
か
ら
日
本
で
の
滞
在
生
活
は
成
功
し
た
と
感
じ
た
」

と
冷
静
な
著
者
に
し
て
は
珍
し
く
感
動
し
て
い
る
が
、
そ
の
胸
中
は
複
雑

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
本
章
で
目
を
引
く
の
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
佐
藤
首
相
を
高
く
評
価
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
と
か
く
「
待
ち
の
政
治
家
」
と
言
わ
れ
、
日
本
の
マ
ス

コ
ミ
で
は
必
ら
ず
し
も
評
判
の
良
く
な
か
っ
た
佐
藤
で
あ
る
が
、
著
者
は

「
日
本
人
に
し
て
は
体
格
も
良
く
、
堂
々
と
し
た
政
治
家
で
あ
り
、
か
つ

物
腰
柔
ら
か
で
友
好
的
な
佐
藤
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に

思
っ
て
い
る
」
と
最
大
級
の
賛
辞
を
お
く
っ
て
い
る
。
日
米
関
係
を
長
い

目
で
見
て
い
こ
う
と
す
る
二
人
の
信
頼
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

四

　
今
ま
で
日
米
関
係
を
中
心
に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書

全
体
の
特
徴
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
大
局
的
見
地
か
ら
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
外

交
の
節
目
を
実
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
．
全
体
を

読
破
す
れ
ば
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
の
大
筋
を
理
解
で
き
る
良
き
啓
蒙
書
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紹介と批評

と
な
っ
て
い
る
。

　
惜
し
む
ら
く
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
内
政
治
の
動
き
が
あ
ま
り
述
べ
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
．
し
か
し
、
当
時
の
関
係
者
の
多
く
が
、
現
在
な

お
存
命
中
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ぽ
無
理
な
注
文
か
も
知
れ
な
い
。

　
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
駐
日
大
使
の
回
顧
録
と
し
て
は
初
代
マ
ー
フ
ィ
の

『
軍
人
の
中
の
外
交
官
－
第
二
次
大
戦
外
交
秘
話
』
（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、

一
九
六
四
年
）
を
は
じ
め
、
二
代
目
ア
リ
ソ
ン
の
『
大
草
原
か
ら
来
た
大

使
ー
不
思
議
な
国
の
ア
リ
ソ
ン
』
（
邦
訳
は
出
版
さ
れ
て
い
な
い
。
）
、
ラ
イ
シ

ャ
ワ
ー
の
『
日
本
へ
の
自
叙
伝
』
（
目
本
放
送
出
版
協
会
．
一
九
八
二
年
）
、
マ

イ
ヤ
ー
の
『
東
京
回
想
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
，

先
に
述
べ
た
エ
マ
ー
ソ
ン
、
ア
リ
ソ
ン
、
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
の
著
書
の
よ
う

な
華
や
か
さ
や
ユ
ー
モ
ア
は
無
い
が
．
外
交
官
生
活
か
ら
得
た
経
験
と
自

信
に
裏
づ
け
ら
れ
た
い
ぶ
し
銀
の
輝
き
を
持
っ
た
回
顧
録
と
い
え
よ
う
。

戦
後
ア
メ
リ
カ
外
交
官
や
日
米
関
係
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
ま
た
と

な
い
書
が
出
版
さ
れ
た
。
近
い
将
来
本
書
が
邦
訳
さ
れ
、
多
く
の
日
本
人

に
読
ま
れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
（
本
書
の
詳
細
は
筆
者
構
成
「
ジ
ョ
ソ
ソ
ソ
元
駐
日
米
大
使
回
顧
録
i
沖
縄
返
還

　
を
手
が
け
て
ー
』
（
『
中
央
公
論
』
一
九
八
五
年
七
月
号
》
を
参
照
さ
れ
た
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
　
村
　
昌
人
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